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1. はじめに 

近年，多くの学生の論理的思考力が低下し，単なる暗

記やパターンで物事を判断している事例が報告されてい

る[1]．背景には，本質的な能力向上を目指すのではなく，

目先の単純化された指標の向上を目的化する傾向がある

ものと考えられる[2]．また，外山により聴覚から思考を行う

「聴覚型知能」を身に付ける必要性も指摘されている[3]．

そこで，論理的思考力を向上させるためには，まず，本質

的な能力を評価する手法の開発が不可欠である．本検討

では，聴覚に基づき（換言すると、リスニングテストにより）

情報相互の因果関係を推論させる評価手法を提案する． 

2. 国語リスニングテストの提案 

2.1 課題の概要 評価課題の例を図 1 に示す．１課題につ

き，問題 1 文と質問 3 文とで構成される．問題文は主題に

沿った複数の情報から構成される．質問文は問題文の情

報，または，それ以外の情報から構成される．被験者への

設問は「問題文のみを基にして質問の解答が可能か否

か」の二者択一とした．今回は全 15 課題を出題し，課題毎

に小問全てに正解した場合にのみ得点を与えることとした

（偶然正答する確率は 12.5%）．得点率の粒度が 6.7%であ

ることも考慮すると，ノイズ量は概ね 15%程度と推定される． 

2.2 妥当性についての仮説 今回作成した課題は，課題

毎に使用する情報，結論への導き方が千差万別であり，

正答するためには課題を聴き，情報を整理し，本質を見極

める必要がある．したがって，一般的に行われている表層

的暗記による「傾向と対策」が困難であり，論理的思考力を

純粋に測定可能であると推測される． 

3. 仮説検証のための予備実験 

3.1 実験方法 上述した評価課題を，人口音声合成エン

ジン（AITalk 4.1 声の職人[4]）を用いて聴覚刺激とした．

話者設定は「せいじ」，文章の読み上げ速度は 160 字/分

程度，解答時間は質問文 1 つにつき 7 秒に設定した．また，

実験は窓・ドア等を閉じて静穏な状態を保った通常の室内

で実施し，スピーカー（FOSTEX PM0.1e）を使用して刺激

を呈示した．なお，本試行前に例題を用いて音量調節を

行い，被験者が十分に聴き取れる任意の音量に設定した. 

3.2 実験結果と考察 大学生 7 名を対象とした予備実験の

結果（図 2），ノート等を用いて振り返りを行う習慣を有する

学生（4 名）の平均得点が 58%であったのに対し，有しない

学生（3 名）は 27%に留まり，少数の被験者でも歴然とした 

 

 

図 1 評価課題の例 

 

図２ 実験結果（エラーバーは標準誤差） 
 

得点差が認められた（p < .01; Welch の t 検定[5]）．このこ

とから，視覚的な記録とその活用の習慣が聴覚情報利用

時の論理的思考力向上に寄与することが示唆された．また，

リスニングテストに対してはパターンによる表層的暗記が困

難であると考えられるので，提案手法による評価値を向上

させることが本質的な能力向上に結び付くと期待される． 

4. むすび 

本検討では，聴覚に基づき情報相互の因果関係を推論

させる評価手法を提案した．予備実験の結果，指標として

聴覚課題の得点向上をインセンティブとし，視覚的な記録

であるメモを取り，まとめ，振り返る習慣を身に付けることが

実践的な論理的思考力の向上法であることが示唆された．

今後は，被験者数を増やして結果を確認すると同時に課

題のバリエーションも増やしてゆく必要がある． 
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